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本レポートに掲載されている情報は、2025年10月31日時点のものです。

これ以降に企業から提供される新たな情報や更新内容については、今後のレ

ポートに反映されます。

Sinergia Animal社が2025年12月に発行したレポート
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Sinergia Animalによる2025年アジアケージフリートラッカー（以下「トラッカー」）は、各企業がケージフリー卵調達への取り組みを
非常に異なる速度で進める中、その進展と継続的な課題の両方を浮き彫りにしています。アジア地域には世界の卵生産量の約65％が
集中しており¹、食料安全保障、持続可能性、動物福祉に対して計り知れない影響力を有しています。しかしこの大規模な生産は、鶏²
の自然な行動を著しく制限する集約的なバタリーケージシステムに大きく依存しており、深刻な倫理的および公衆衛生上の懸念を引き

起こしています³。

ケージフリー改革が法規制により推進されたヨーロッパや北米とは異なり、アジアではこれに匹敵する規制措置はほとんど見られませ

ん。 スウェーデンでは数十年前からケージの使用が禁止されており、その後欧州連合、ニュージーランド、カナダ、および米国の複
数の州がこれに続きました⁴。 これに対してインドはバタリーケージを制限するための勧告を発行していますが、その施行は依然とし
て一貫性を欠いています⁵。また、インドネシア、タイ、マレーシア、日本などの国々では、依然としてケージ飼育が中心となってお
り、主に企業の自主的な取り組みに依存しています⁶。 
このような拘束力のある規則の欠如により、企業の社会的責任と市民社会の圧力が変化の主な推進力となっている一方で、信頼性を確

保するための透明性の重要性も浮き彫りになっています⁷。

変革の心強い兆しが見え始めています。当社の分析によれば、マレーシアと日本ではケージフリー農場が実現可能な有意義な変化を示

しています。 また日本とタイでは、企業によるケージフリー調達をビジネスモデルに組み込む動きが進み、イノベーションと消費者
需要がいかに改革を加速させるかを示しています。一方、インドネシアとインドでは、企業が世界規模で掲げる公約や企業レベルでの

公的な取り組みと、現地での実施状況との間に依然として大きな隔たりが見られます。また、マレーシアでは初期段階の取り組みが見

られるものの、依然として透明性が限られ、報告体制も脆弱であることが明らかになりました。アジア地域は世界の卵生産量の約

65％を占め、中国だけでも約38％を占めることから、この地域の進展はケージフリーシステムへの世界的な移行を形作る上で極めて
重要となると予想されます⁸。

025年、本トラッカーはアジア5カ国にまたがる企業95社
を対象に詳細な評価を実施し、2024年の78社から対象範
囲を拡大しました。調査結果によると、14.7%（14社）が
既に100%ケージフリー調達を達成、もしくは順調に達成
に向けて進んでいること、3.2%（3社）が強力な実施状況
を示していること、13.7%（13社）がまだ初期段階にある
ことが明らかになりました。これに対し、34.7%（33社）
はアジア地域別のデータ を示さずグローバルレベルでの
報告のみを行い、29.5%（28社）は一切報告を行っていな
い状況となっています。また、半数以上が2025年までに
実施期限を迎え、Nando’s、Kempinski and Lotus’s
Supermarket（旧Tesco Lotus）などごく一部のみが2027
年から2030年まで実施期限を延長しています。2024年と
比較すると、2025年の更新はより厳しい状況を示してお
り、参加企業は拡大しているものの、実施と透明性の格差

は顕著な状況が続いています。

これらの主要数値を超えて、アジアにおけるケージフリー

卵の供給量は拡大を続けているものの、依然として不均一

な状況に留まっています。供給は主に東京、バンコク、ジ

ャカルタなどの大都市圏に集中しており、地方や二次市場

では依然として入手が限られています。

2025年時点で、本トラッカーはアジアの主要食品分野に
おける企業95社を対象にマッピングと評価を実施し、業
種別・地域別のバランスを取りました。サンプル構成は、

37社のレストラン、カフェ、ベーカリー、28社のホテ
ル、6社のケータリング／食品サービス、15社の製造業
者、4社のスーパーマーケット、5社の旅行・観光関連企
業となっていました。レストランとカフェが全体の約半数

を占め、次いでホテルと製造業が続き、ケータリング、ス

ーパーマーケット、旅行業は小規模ながら影響力のある割

合を形成する結果となりました。

序文
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国 ホテル
レストラン/
カフェ

ケータリング／
食品サービス

製造業者
スーパーマーケ
ット

旅行・観光 総企業数 多国籍企業

インド 11 11 5 14 - 1 42 42

インドネシ
ア

20 21 4 9 - 3 57 50

日本 15 21 1 13 - 5 55 51

マレーシア 16 13 4 9 1 3 46 46

タイ 21 14 2 11 4 4 56 53
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地理的に比較すると、トラッカー調査対象国はタイ（56社）、インドネシア（57社）、日本（55社）、マレーシア（46社）、イン
ド（42社）であり、高成長経済圏と多様な政策環境が混在する構成となっています。参加企業数が最も多かったのはインドネ
シアとタイで、両国とも参加企業の60％以上を占めるホテル・レストラン／カフェ業が牽引していました。一方、インドとマ
レーシアでは製造業や複合業種事業者の割合が比較的高く、サプライチェーン構成の多様化が示される結果となりました。

評価対象企業の大半は、評価対象5カ国のうち2カ国以上で事業を展開する多国籍企業グループとなっています。表1は国別の業
種別内訳を示しています： 

以上の調査結果は、アジアにおける食品システム全体での企業の関与の広がりと、地域や業種間でケージフリーへの取り組み

の進展にばらつきがあることを示しています。

2025年に新しく評価対象に追加された企業群は、継続的な透明性課題を一層浮き彫りにしていた。地域企業や多国籍企業数社
がトラッカーに初めて参入したものの、アジア地域に特化した実施データの不足や測定可能な開示情報の欠如により、下位層

に分類されました。これにはDough Lab、Impiana Hotels、Archipelago International、Rimping Supermarketなどが含まれま
す。これらの新規参入企業は評価対象企業の約5分の1を占めていることから、影響力のあるブランドでさえも、地域レベルで
の実施状況、透明性、報告において遅れを取っている現状が明らかに示されています。

有望なことに、成功事例は実現可能性を証明しており、Shake Shack、Starbucks、Capella Hotel Group、Illy Caffè、Aman
Resortsといった企業は、アジアにおいてわずか3～4年でケージフリーへの移行が可能であることを示しています。これらの企
業のリーダーシップは、複雑なサプライチェーンを跨いでさえ、取り組みが約束から実践へと移行し得ることを示していま

す。

現在の課題としては、こうした成功事例を拡大することにあります。政策立案者は強制力のある基準を採用する必要が、企業

はケージフリー調達を持続可能性とESG優先事項に組み込む必要があります。消費者と投資家は透明性を評価すると同時に、
遅れている企業に行動を促さねばなりません。アジアには、世界的なケージフリー運動に参加するだけでなく、その先頭に立

つ機会があります。経済成長、持続可能性、動物福祉が共に前進できることを証明できるのです。ここで下される決断が、こ

の先数十年にわたる世界の食料システムを形作るでしょう⁶。

ヌルハヤティ・ダルニファ
コーポレート・アカウンタビリティ責任者 – アジア担当 

アジア・ケージフリートラッカー 2025



評価対象企業の増加：2025年レポートの調査対象企業は合計95社
で、2024年比22％増（17社）となった。

主な結果
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新たな取り組み：

レポート期間中にケージフリー化の取り組みを新
たに発表した企業は7％（7社）である。 

8.4%（8社）が100%ケージフリーのサプライ
チェーンへ完全移行を完了。

10.5%（10社）がアジア地域に特化したレポー
トを公開、

評価対象企業の増加：

完全移行：

レポートの透明性：

75.8%（72社）が2025年またはそれ以前の実
施期限を設定しており、

2025年またはそれ以前を期限とする企業：

地域全体における企業関与：

アジア全域における企業の関与は拡大を続け
ているものの、その透明性と完全な実施状況
には依然としてばらつきが見られ、より強力
な地域的な説明責任と一貫性のある公開報告
の必要性が明らかにされています。トラッカ
ーで対象となった5か国の中では；

内訳は： 8.4%（8社）は既に移行を達成済み、
6.3%（6社）は2025年末までに達成予定、17.9%（17
社）はさまざまな移行段階にある、23.2%（22社）は
グローバルレベルでのみ報告、20%（19社）は移行状
況について一切報告していない。

43.2%（41社）はグローバルレベルでのみ報告、
16.8%（16社）は単一レポートでグローバルと地域
の進捗を両方開示しており、合計70.5%（67社）が
進捗状況の更新情報を何らかの形で公開してい

る。

インドネシア

インドネシアは依然として最も積極的に取り組んで

いる国のひとつであり、57社が対象に含まれ、その
うち43社（75.4%）が進捗を報告しています。主要
なホテル・レストランチェーンを中心に、レベルA
の達成企業数が最多（11社）を記録しています。し
かし、相当数の企業がレベルD.1（22社）およびレ
ベルE（14社）に留まっており、市場全体での取り
組みのばらつきが浮き彫りとなっています。

インド

インドはこれに続き42社が参加しており、うち33社
（78.6%）が進捗を開示しています。8社がレベルA
に到達した一方、その大半である18社がレベルD.1、
8社がレベルEに位置しており、多国籍企業の積極的
な参加にもかかわらず、実施状況にばらつきが残っ

ていることを示しています。

日本

日本はこの地域における報告率が最も低く、55社中
39社（70.9%）が更新情報を公開しています。レベル
A（9社）を超える進展は限定的であり、レベルD.1お
よびレベルE（15社）への高い集中は、国内サプライ
チェーンにおける進捗の遅さと透明性の低さを示して

います。

タイ

タイは共同最高レベルの報告率（78.6％、56社中44
社）を達成しており、高い認知度と関与を示していま

す。しかし、26社がレベルD.1に位置付けられること
から、大半の企業は依然として取り組みの初期段階に

あり、具体的な成果は少数の主要ブランドに集中して

います。

さらに6.3%（6社）が2025年末までに完全移行を達成
すると表明。

マレーシア

マレーシアは地域におけるケージフリー運動におい

て、引き続き早期かつ影響力のある役割を果たして

おり、46社が評価対象となり、そのうち35社
（76.1%）が進捗を報告しています。しかし、最高水
準の説明責任を達成したのはわずか4社（レベルA.1に
2社、レベルA.2に2社）であり、21社が依然としてレ
ベルD.1に留まっています。

77.9%（74社）が多国籍企業であり、
22.1%（21社）はアジア域内のみで事業を展
開している。

多国籍企業：

多国籍企業のうち：

6社が取り組みを完全に実施済み。
4社は2025年末までに完了予定と表明。
4社は40%超の中程度から良好な進捗を示
す。

33社はアジア別詳細を伴わないグローバルレ
ベルデータのみ報告。

17社は一切の公開報告を行っていない。

アジア・ケージフリートラッカー 2025
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2025 年には、アジアは依然として世界の主要な卵生産地域であ
り、全世界の生産量の約 3 分の 2 を占めました⁹。この生産量の
大部分は、現在もなおケージ飼育システムによるものであり、こ

の地域全体の産卵鶏の約 85～90% が飼育されていると推定され
ています。一方、鳥小屋、納屋、放し飼い、有機農場などのケー

ジフリーシステムは、総生産量のわずか 10～15% を占めるに過
ぎません¹⁰。こうした不均衡な状況は、複数のNGOがこの問題に
取り組んでいることや、消費者や企業の動物福祉基準に対する意

識が高まっているにもかかわらず、ケージフリーの供給網を拡大

する課題が依然として続いていることを浮き彫りにしています。

これに対して、欧州のケージフリー比率は65～70％を超え、ド
イツ、オランダ、スウェーデンなど一部の国では既に80％¹¹ を超
えています。北米では、米国で40～45％、カナダで約30％のケ
ージフリー生産が報告されています¹²。この顕著な格差は、世界
の卵生産量の大部分を占めるアジアが、より高い福祉基準のシス

テム導入において依然として大きく遅れていることを明確に示し

ています。

一方で、アジアの食料システムも、より広範な持続可能性とレジ

リエンスの問題から免れてはいません。こうした状況において、

アジアの食品産業の責務は地域的な事業活動を超えています。な

ぜなら、アジアにおける選択は、動物福祉、食料安全保障、消費

者信頼に関する世界的な基準に影響を及ぼすと同時に、より強靭

で責任ある食料システムの構築にも寄与するからです。

アジアにおける消費者の期待も変化しつつあります。動物福祉へ

の関心は依然として比較的新しい社会的課題ですが、調査によれ

ば透明性や食品の産地への関心はますます高まっており¹³、特に
都市部の中産階級市場では、倫理的な調達と説明責任を示すブラ

ンドを支援する消費者が増加しています。この傾向は、福祉基準

の強化に取り組む企業や進捗状況を積極的に発信する企業にとっ

て新たな機会を生み出し始めています。

Sinergia Animalとして、ケージフリー調達が地域で着実に勢いを
増していることを強調します。より多くの企業が公約を発表して

おり、比較的短期間で完全実施を達成した企業も存在します。

アジアにおける
ケージフリー運動

アジア・ケージフリートラッカー 2025
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100％ケージフリー調達を公約し、2025年末までの移行完了に向け順調に進捗しているインドネシ
アの地域レストラングループ。

この進展は、国際ブランドがグローバル基準をアジア地域に適合させる動きと、動物保護を長期戦略

に組み込む重要性を認識した地域企業の両方によって推進されています。

アジア事業全体でケージフリー調達を完全実施したラグジュアリーホテルブランド。

アジアで確固たる地位を築くグローバルコーヒーブランド。ケージフリー調達への移行を成功裏

に完了。

Illy Caffè

Bali Buda

こうした市場リーダー企業は、移行には数十年を要するのではなく、企業が透明性と説明責任を約束すれば3～4年
で達成可能であることを示しています。彼らの成功はサプライチェーンを変革するだけでなく、業界全体に向けた

基準を確立しつつあります。

このような取り組みが進むにつれ、アジアの他のブランドにも波及効果が広がり、同様の行動を促すと予想されま

す。ケージフリー調達は、サステナビリティや企業の社会的責任の取り組みにおいて、正当かつ不可欠な要素とし

て認識されつつあります。こうした状況下で、我々の取り組みは、取り組みが確実に履行されるよう注力すると同

時に、遅れを取る企業に対しては引き続き圧力をかけることに重点を置いています。

ケージフリー生産システムを拡大し、アジアにおける卵生産のより人道的で持続可能な未来を確保するためには、

生産者、食品企業、消費者の連携が不可欠です。しかし、進展には政府や金融機関のより一層の参加も必要となり

ます。 アジアにおける卵生産のより人道的で持続可能な未来を確保するためには、規制、認証制度、投資インセン
ティブが、ケージフリーシステムの拡大において極めて重要となるでしょう。

Capella Hotel Group

このレポートでは、2025年までに100%ケージフリー運営への移行を約束し、その達成に
向け順調に進んでいるアジアの主要企業を以下に示します：

多国籍食品メーカー。既に100%ケージフリー調達への移行を完了。
Lotus Bakeries

Pizza Express
2017年に移行を公約し、2025年までの移行完了に向け着実に進捗している国際レストランチェー
ン。

アジア・ケージフリートラッカー 2025
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従来のバタリーケージでは、鶏は過密な環境で飼育

され、通常1羽あたりの生活スペースはA4用紙1枚分
にも満たないほど限られています¹⁴ 。このような環
境下では、鶏は翼を完全に広げたり、巣作りをした

り、止まり木に止まったり、餌を探したりすること

ができません。これらは鶏の健康に不可欠な自然な

行動です。科学的な証拠によれば、こうした制限は

ストレスや欲求不満を招き、骨粗鬆症などの深刻な

健康問題やその他の福祉上の問題を引き起こすこと

が示されています。

ケージフリー生産システムには別の方法が存在しま

す。このシステムでは、鶏は開放的な納屋や鳥小屋

で飼育され、時には屋外への出入りも可能です。産

卵用の巣箱、休息するための止まり木、採食や砂浴

びができる敷料が用意されています¹⁵。これらの設
備により、より自然な環境が創出され、鶏がより多

様な行動を表現できるようになります。

ケージフリーシステムも慎重な管理が必要であるた

め、福祉上の課題をすべて解消するわけではありま

せんが、ケージ飼育と比較すると大幅な改善をもた

らします。責任ある方法で導入されれば、鶏群の健

康維持、生産レベルの維持、そして鶏が経験する苦

痛の軽減に大きくつながります。

世界の卵生産においてアジアが中心的な役割を担っ

ていることを踏まえると、同地域におけるケージフ

リーシステムへの移行は、サプライチェーンの再構

築やより強力な動物福祉基準の確立につながる可能

性があり、その影響は域外の実践にも及びます。

「ケージフリー」
とは何か？

アジア・ケージフリートラッカー 2025
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1つのケージに最大12羽の雌鶏が
詰め込まれており、通常、1羽あ
たりに与えられるスペースはA4用
紙1枚分にも満たしません¹⁶ ¹⁷ ¹⁸
¹⁹。

スペース不足

雌鶏は十分に羽を広げたり、自由

に歩いたり、巣作りをするといっ

た自然な行動が取れず、ストレス

や苦痛を感じています。

フラストレーション

サルモネラ菌は世界的に最も多く

報告される食中毒病原体の一つで

あり、鶏卵は重要な感染媒体とし

て認識されています。インドネシ

アのある研究では、スーパーマー

ケットで販売される鶏卵がサルモ

ネラ菌に汚染されており、殻と卵

内部の両方で多剤耐性株が検出さ

れました²⁰ 。

公衆衛生

バタリーケージ
の実態

薬剤耐性菌は、抗生物質などの抗菌薬の誤用によって引き起こされる重大な公衆衛生上の脅威です。2019
年だけでも、抗菌薬耐性が原因で世界中で約500万人が死亡したと報告されています²¹。異なる飼育シス
テムにおけるサルモネラ菌のレベルを調査した研究もあるが、結果は必ずしも一貫しておらず、群れの管

理状況に大きく依存することが少なくありません。アジアやその他の地域における証拠は、良好な衛生状

態、強力な生物学的安全対策、そして慎重な群れ管理がサルモネラ菌を制御する上で重要な要素であるこ

とを示しています。これらの対策を実施することにより、ケージフリー、放し飼い、有機飼育システムは

従来のケージシステムと同等の安全性を確保することができます。ケージフリーシステムは適切に管理さ

れれば、高い食品安全基準を達成しつつ、動物福祉を促進し、国連が支持する「ワンヘルス・ワンウェル

フェア」の枠組みを支援することが可能です。 この概念は、人間、動物、環境の健康が相互に関連して
いることを認識するものです。

アジア・ケージフリートラッカー 2025



ケージフリー
方針とは？
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アジア地域では、地元事業者から多国籍ブランドにいたるまで、サプライチェーンからケージ卵を排除することを

公約する企業が増加しています。本トラッカーでは、このような取り組みは、公に発表され、殻付き卵、液卵、粉

卵、加工卵を含む全ての卵形態の完全移行をカバーする場合にのみ認定されます。レストラン、カフェ、ベーカリ

ー、ホテル、ケータリング業者の大半は2025年を目標年と設定している一方、スーパーマーケットは概ね2028年
を目標としています。製造業者や旅行・観光業界の企業もケージフリー目標の導入を開始していますが、調達や運

営構造の複雑さから、そのタイムラインは様々です。

ケージフリー方針は、各地域の食品産業にドミノ効果を引き起こす可能性を持っています。ある企業が方針を掲げ

ると、競合他社も同様の方針を採用せざるを得なくなり、生産者はケージフリーシステムへの移行、あるいは少な

くとも専用ラインの開発を促されます。さらに消費者は、工業的な卵生産の実態やケージが引き起こす苦痛につい

て認識を深めるのです²²。こうした連鎖反応はアジアにおいて特に重要です。生産規模が膨大なため、一部の主要
企業による変化さえも世界的な影響をもたらす可能性があるのです。

通常、ケージフリー方針の実施にはいくつかの段階があります：

企業が事業の一環として卵を調達または販

売している場合。

A.  – 企業が公的なケージフリー方針を打ち
     出し、完全にケージフリーの供給業者 
     へ移行することを約束します²³。
B.   – 企業が同様の政策を公表しない場
      合、Sinergia Animalやその他の団体が
      対話を行い、必要に応じて公的なキャ
      ンペーンを展開して採用を促します。

企業は移行プロセスを開始し、サプライチ

ェーンにおけるケージフリー卵の割合を着

実に引き上げ、公約した期間内に100%目
標を達成するまで定期的に進捗を公表しま

す。

1

2

9アジア・ケージフリートラッカー 2025
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本レポートは、アジア市場におけるケージフリー卵のサプライチェーン

構築を長年にわたって推進し、かつインド、インドネシア、日本、マレ

ーシア、タイの5カ国評価対象国のうち少なくとも1カ国で事業を展開す
る全企業を対象としたものです。また、グローバルブランドである

Hilton、Nestlé、Starbucksなど、アジア地域内の複数国にまたがる取り
組みを展開する企業も対象に含まれます。

情報源：

本レポートで掲載した情報は、以下の異なるチャネルから収集したもの

です：企業による回答済みアンケート、ウェブサイト・サステナビリテ

ィレポートおよびソーシャルメディア上で公開された公式声明、ならび

に透明性促進に取り組む協力団体との連携（ご協力に感謝申し上げま

す）。結果および数値は監査を受けておらず、企業の公開情報のみに基

づいています。

合計67社の企業が、ウェブサイト、サステナビリティレポート、その他
のコミュニケーション手段といった公開チャネルを通じてケージフリー

化の進捗を公表しました。このうち6社はSinergia Animalのアンケート
を通じて直接更新情報を提出しています。一方、6社はケージフリー化
の進捗情報を一切含まないレポートを公表し、28社は公開更新情報を全
く提供していません。このうち6社は、ケージフリーへの取り組みに言
及せずに一般的なサステナビリティまたはCSRレポートを発表しまし
た。

調査の実施方法
とは？

本分類は2025年10月31日時点までの情報を集
約したものです。

この日付以降に各社が発表した更新情報はランキングに反映されていな

い可能性があります。最新データに関しては、各社の最新発表資料をご

参照ください。締切日以降に報告された進捗状況は、2026年版「アジア
ケージフリートラッカー」の作成時に考慮されます。

アジア・ケージフリートラッカー 2025



多国籍企業の参加状況：
評価対象となった74社の多国籍企業のうち、77％（57社）がケージフリー化への進捗状況
を公表しており、これは透明性とグローバルな説明責任の高まりを反映しています。この

うち6社は公約を全面的に達成済み、4社は2025年末までに100%ケージフリーのサプライ
チェーン実現を計画、1社は40%超の進捗を報告、3社は1～15%の進捗で初期段階に留まっ
ています。ただし、17の多国籍企業は同地域におけるケージフリー実施状況の最新情報を
未だ公表していません。

報告チャネルの多様性：

各社は自社の進捗状況を様々なチャネルを通じて報告し、70.5%（67社）が自社ウェ
ブサイト、サステナビリティレポート、またはCSRレポートを通じてレポートを公
表しました。このうち6社はSinergia Animalのアンケートにも直接回答し、自社の取
り組みをさらに裏付ける情報を提供しました。29.5%（28社）の企業は、いかなるレ
ポートも公表していなかったか、またはケージフリー化に関する進捗情報が含まれ

ていないレポートを公表していました。

回答したものの地域別／国別レポート
を提出しなかった企業：

評価対象企業のうち、43.2%（41社）はアジア地域固有のデータを含まず、グローバルレ
ベルでの進捗のみを開示しました。一方、10.5%（10社）はアジア専用の地域別レポートを
公表し、16.8%（16社）はグローバルデータと地域データを単一のレポートに統合しまし
た。一方、29.5%（28社）は何のレポートも公開せず、またはケージフリー化に関する進
捗情報を記載していませんでした。

レポートの入手状況：
企業が取り組むコミットメントへの関与度は高まり続けており、その実施状況レポートの

増加がこれを裏付けています。 様々に入手方法によるレポート総数のうち、実施状況レポ
ートは70.5%（67件）に達しました。アジア地域別または国別の取り組みの具体的な実施
状況レポートは10.5%（10件）を占めています。

地域・国別進捗
を報告しなかった企業：

本レポート対象企業の29.5％（計28社）が実施進捗を一切報告していません。このグループ
には、Millenium & Copthorneなどの多国籍企業に加え、タイのFood Passionや日本のIMU
Hotel Kyotoなど、国別取り組みを掲げる企業も含まれます。

X

重要なポイント
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遅れを取っている企業：

2025年を完全実施期限としているにもかかわらず、McCain FoodsとGeneral Millsはアジア
地域別の進捗情報を提供せず、グローバルレベルのデータのみを公表し続けています。

Costa Coffeeも同様に、地域別の進捗状況を開示しておらず、このカテゴリーに留まって
います。一方、Food Passion、Four Seasons、Central Food Retailは公約を記録に残してい
るものの、いかなる報告も公表しておらず、2025年実施の状況は不明確なままです。

移行度のばらつき：

ケージフリー卵への移行ペースは企業によって依然としてばらつきがみられます。

8.4%（8社）がケージフリーへの取り組みを完全に実施済みである一方、6.3%（6社）は
2025年末までに実施を完了すると表明しています。さらに12.6%（12社）が15%以上の進捗
を報告しているのに対し、7社は0.1～14%の範囲に留まっています。ただし Autogrill は
2025年6月のCFT調査を通じて進捗を報告したものの、いかなる公式声明やレポートも公表
していません。一方、32.6%（31社）はアジア地域別のデータなしにグローバルレベルで
のみ報告しており、29.5%（28社）はケージフリー化の進捗を一切報告していない、また
は公開情報からこの情報を省略しています。

卵の使用分布：

ケージフリー鶏由来の卵への移行に関しては、アジア企業は進捗度に差が見られます。 公約
の多くは生卵または殻付き卵、液卵を対象としていますが、加工卵や原料ベースの卵は一貫

して含まれることが少なく、 卵を含む外部調達製品の完全な検証を確保することが依然とし
て企業にとって大きな課題であることを示しています。動物へのポジティブな影響を実現す

るためには、企業は自社製品で使用または販売するすべての種類の卵に対して取り組みを拡

大する必要があることを強調します。

!
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全体の参加状況

2025年レポートには合計95社が対象となりました。

Accor

Aman Resorts

Archipelago International

Au Bon Pain

Autogrill HMSHost

Bali Buda

Banyan Tree Holdings

Best Western

Bloomin’ Brands

Blue Steps Villa and Resto

Capella Hotel Group

Central Food Retail (Central Retail)

Chatrium Hotels & Residences

Club Med

Compass Group

Costa Coffee

Dough Lab

Ellior Group

Food Passion

Four Seasons

Gategroup

General Mills

Go To Foods (formerly Focus Brands)

Group Le Duff

Groupe Holder

Groupe Savencia

Grupo Bimbo

Hayashi Natural

Hilton

Hokkaido Baby

Hotel Matsumotoro

Hyatt

IHG

IKEA

Illy - Caffe

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

企業一覧（アジア）

36.

37.

38.

39.

40.

41.

42.

43.

44.

45.

46.

47

48.

49.

50.

51.

52.

53.

54.

55.

56.

57.

58.

59.

60.

61.

62.

63.

64.

65.

66.

67.

68.

69.

Impiana Hotels/ Magma Group Berhad

IMU Hotel Kyoto

Inspire Brands

Ismaya Group

ISS World

JDE Peet's Coffee

Kempinski

Kraft Heinz

Krispy Kreme

Langham Hospitality Group

Le Pain Quotidien

Lotus PLC (Tesco)

Lotus Bakeries

Lotus’s Supermarket (formerly Tesco Lotus)- CP Extra Public Co

Louvre Hotels

Mandarin Oriental

Marriot

McCain Foods

McCormick

Meliá Hotels International

Metro AG

MGM Resorts International

Millennium & Copthorne Hotels

Minor Foods

Minor Hotels

Mondelez

Nando's

Nestle

Norwegian Cruise Line

Panda Express

Pepsico

Pierre Herme

Pizza Express

Pizza Marzano
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このうち67社（70.5%）がケージフリー卵調達を何らかの形で実施していると報告しました。このうち
10.5%（10社）はアジア地域または個別国を対象としたレポートを公表し、43.2%（41社）はグローバ
ルレベルでのみ報告し、16.8%（16社）は単一レポート内でグローバルとアジア地域のデータを併記し
て公表しました。

アジア・ケージフリートラッカー 2025



Playon

Puratos

Radisson Hotel Group

Raya Collection

Restaurant Brands International (RBI)

Retail Food Group

REWE

Rimping Supermarket

Royal Caribbean

SaladStop!

Shake Shack

Sodexo

Spur Corporation

SSP Group

Starbucks

Subway

Sukishi Interngroup

70.

71.

72.

73.

74.

75.

76.

77.

78.

79.

80.

81.

82.

83.

84.

85.

86.

87.

88.

89.

90

91.

92.

93.

94.

95.

The Cheesecake Factory

The Peninsula Hotels

Toridoll Holdings Corporation

Travel Leisure Co

Unilever

Viavia Restaurant

Wyndham

YUM! Brands

Zen Group (ZEN Corporation Group)
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インドネシアのBali BudaとアジアのCapella Hotel Groupは、生産・販売チェーン
からケージ飼育卵の使用を廃止しました。動物保護に直接的な影響を与える彼らの

取り組みに対し、称賛と感謝の意を表します。

アジアにおける企業の方針状況で、合意された完全実施目標を達成できなかったも

のは赤色で強調表示されています。

レベル別ランキング

A.1: 8社が既に取り組みの100%達成
を実現しています。

アジアレポート対象企業の8.4%が、2025年7月31日までに地域または国家レベルでケージフリー鶏からの卵調達への
100%移行を達成しています。取り組み開始年と、当該企業がこの方針を完全に実施している年数が記載されています。

レベルA

取り組み開始年 会社名 ケージフリー実施年数
アジアで
事業を展開している国

2018 Aman Resorts 7 TH, JP, CN, ID, IN, BT

2022 Capella Hotel Group 3 SG, TH, VN, ID, JP

2021 Illy Caffè 4 CN, JP, KR, IN, ID

2012 Lotus Bakeries 13 CN, KR, JP, MY, ID

2021 Pizza Marzano 4 ID, HK, MO, SG, IN, VN

2016 Shake Shack 9 JP, KR, SG, CN, TH, MY, VN, PH

2008 Starbucks 17 CN, JP, ID, IN, KR

2015 The Cheesecake Factory 10 CN, HK, TH

15

- Starbucksは現在100%ケージフリー調達を達成しているものの、一部のアジア市場（例：中国、日本）におけるケージフリー生産の
制限により、将来的にこの水準を維持する能力に影響が生じる可能性があります。- 方針開始年と企業がケージフリーを実践してきた
年数との差は、一部の企業が公に発表・正式化以前にこの取り組みを実施していたため、企業によって異なります。

注記：

アジア・ケージフリートラッカー 2025



A.2: 6社が、2025年末までに自社の取り組みを100%達成する
と公表しています。

アジアレポートに収録された企業のうち6.3％が、2025年7月31日時点での取り組みの進捗状況を報告しています（地域単位で
報告している企業が2社、グローバル単位で報告している企業が3社、地域とグローバルの両方で報告している企業が1社）。企
業が実施状況を報告し、2025年末までに完全な実施目標を達成すると宣言しているリンクが掲載されています。

取り組み開始
年

会社名
2025年7月時点の実施
割合

2025年12月31日現在の取り組みへ
のリンク

アジアで事業を展開し
ている国

2024 Bali Buda アジア : 100 https://balibuda.com/blog/eggs-unscrambling-the-
nutrition-types-and-environmental-impacts ID

2019 Groupe Holder グローバル：100 https://www.groupeholder.com/en/page/our-
commitments JP, TW, SG, ID, IN, KR

2021 Groupe Savencia グローバル：99.9
https://www.savencia-fromagedairy.com/wp-
content/uploads/sites/2/2025/04/Savencia_2024_Annu
al_Report.pdf

CN, IN, JP, KR

2015 IKEA グローバル：100 https://www.ikea.com/global/en/images/IKEA_Sustain
ability_Report_2024.pdf JP, IN, ID, MY, SG

2017 Pizza Express アジア：100
グローバル：100

https://www.pizzaexpress.com/-/media/Files/PDFs/202
4/PEX_Cage_Free_2024_F.ashx?utm_source ID, IN, PH, SG, HK

2021 ViaVia Restaurant アジア：100 https://www.instagram.com/reel/C21-kq0rHhl/?
igsh=NG1qMzMwN2wybTg1 ID

- Bali Budaは2025年7月31日以降に100%実施を達成したため、A.2レベルに分類されています。- PizzaExpressは既にインドネシアとイ
ンドで100%実施を達成しており、両国では殻付き卵と加工卵の両方を使用しています。また、シンガポール、香港、フィリピンでも
100%実施を達成しています。IKEAはFY24において、ケージフリーまたはフリーレンジ卵の調達を100％達成しました（報告対象は約
65％）。FY25の目標を前倒しで達成しています。

注記：
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レベルB

B.1: 地域レベルまたは国家レベルで取り組み状況を報告して
いる3社は、70%～98.99%の進捗率を示しています。

本レポート対象企業の3.2%が、アジア地域または国家レベルでのケージフリー鶏からの卵調達への移行状況について報
告しており、実施率は70%から98.99%の範囲にあります。

Zen Groupは80％の進捗を報告していますが、これはタイ国内の自社製品にのみ適用されます。同社のレポートには他国に関する詳
細情報は記載されていません。

注記：

方針の状況 会社名 殻付き卵 液卵・加工卵
卵を使用
した製品

アジアでの実施
割合

グローバルでの
実施割合

アジアで事
業を展開し
ている国

2023–2025 Hokkaido Baby 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

90% - ID

2020–2024 JDE Peet’s
Coffee

使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

96% 66.40% CN, JP

2024–2028

Zen Group
(ZEN
Corporation
Group)

使用、更
新なし

情報なし
使用、更
新なし

80% - TH, LA, KH,
MM

🟡 黄色 — 2025年までに期限を迎える企業、🔴 赤 — 2025年以前に期限が過ぎた企業、
🟢 緑 — 2025年以降に期限が設定された企業

アジア・ケージフリートラッカー 2025

https://www.arcosdorados.com/hacia-una-cadena-de-suministro-mas-sustentable-y-respetuosa-con-el-bienestar-animal/
https://www.arcosdorados.com/hacia-una-cadena-de-suministro-mas-sustentable-y-respetuosa-con-el-bienestar-animal/
https://en.groupeleduff.com/app/uploads/2025/06/DPEF_2024_LEDUFF_EN-avec-compression.pdf
https://en.groupeleduff.com/app/uploads/2025/06/DPEF_2024_LEDUFF_EN-avec-compression.pdf
https://www.carnivalcorp.com/wp-content/uploads/2024/08/Carnival-plc-2024-Annual-Report-1.pdf
https://www.carnivalcorp.com/wp-content/uploads/2024/08/Carnival-plc-2024-Annual-Report-1.pdf
https://www.carnivalcorp.com/wp-content/uploads/2024/08/Carnival-plc-2024-Annual-Report-1.pdf
https://www.compass-group.com/content/dam/compass-group/corporate/sustainability/updates-2024/CG-Animal-Welfare-Progress-Report_June-2024.pdf
https://www.compass-group.com/content/dam/compass-group/corporate/sustainability/updates-2024/CG-Animal-Welfare-Progress-Report_June-2024.pdf
https://drive.google.com/file/d/1tFzmCQHexf6uaM0HA_vIIV6B0fUIfBHm/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1tFzmCQHexf6uaM0HA_vIIV6B0fUIfBHm/view?usp=sharing
https://juanvaldez.com/wp-content/uploads/2025/03/Informe-de-Sostenibilidad-2024.pdf
https://juanvaldez.com/wp-content/uploads/2025/03/Informe-de-Sostenibilidad-2024.pdf
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B.2: 地域レベルまたは国家レベルで取り組み状況を報告している4社は、
40%～69.99%の進捗率を示しています。
本レポート対象企業の4.2%が、アジア地域または国内規模でのケージフリー鶏からの卵調達への移行状況について報告
しており、その実施率は40%から69.99%の範囲にあります。

- Restaurant Brands International（RBI）はアジア地域で40％の進捗を報告しているものの、グローバル数値は開示していません。
Hiltonのアジアにおける割合は、同社が提供した情報に基づきSinergia Animalが推定したものです。

注記：

方針の状況 会社名 殻付き卵 液卵・加工卵
卵を使用
した製品

アジアでの実施
割合

グローバルでの
実施割合

アジアで事
業を展開し
ている国

2019–2025 Best Western 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

40% 66.70%
LA, BD, CN,
LK, MM, TH,

VN

2019–2025 Hilton 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

50% 70% JP, KR, FM

2022–2030 Nando’s 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

52% 90% MY, SG

2020–2025

Restaurant
Brands
International
(RBI)

使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

40% 未報告
CN, IN, ID,
JP, MY, PH,

SG, TH

🟡 黄色 — 2025年までに期限を迎える企業、🔴  赤 — 2025年以前に期限が過ぎた企業、
🟢  緑 — 2025年以降に期限が設定された企業 

レベルC

C.1: 地域または国家レベルで取り組み状況を報告している6社は、20%～
39.99%の進捗を示しています。
本レポート対象企業の6.3%が、アジア地域または国家レベルでのケージフリー鶏からの卵調達への移行状況について報
告しており、実施率は20%から39.99%の範囲にあります。

方針の状況 会社名 殻付き卵 液卵・加工卵
卵を使用した
製品

アジアでの実
施割合

グローバルでの
実施割合

アジアで事業
を展開してい
る国

2016–2025 Accor 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

26% 56% SG, MY, ID, TH,
KH

2015–2025 Grupo Bimbo 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

32% 37% CN, IN, KR, KZ,
TR

2020–2025
Langham
Hospitality
Group

使用、更
新なし

使用、更
新なし

情報なし 35% 80% CN, ID, MY, TH,
JP

2019–2025 Radisson Hotel
Group

使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

22% 24.30%
CN, IN, ID, TH,

VN, MY, PH, BD,
LK, SG

2015–2025 Subway 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

20% 36% SG, MY, TH, PH,
VN, ID

2020–2025 The Peninsula
Hotels

使用、更
新なし

使用、更
新なし

情報なし 38.60% 59.90% HK, CN, JP, TH,
PH, VN

アジア・ケージフリートラッカー 2025



C.2: 地域または国家レベルで取り組み状況を報告している7社は、
1%～19.99%の進捗を示しています。
本レポート対象企業の7.4%が、アジア地域または国家レベルにおけるケージフリー鶏からの卵調達への移行現状を報告
しており、その実施率は1%から19.99%の範囲にあります。

18

方針の状況 方針の状況 殻付き卵 液卵・加工卵
卵を使用した
製品

アジアでの実施
割合

グローバルでの
実施割合

アジアで事
業を展開し
ている国

2016–2025 Elior Group 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

1.40% 22% IN, CN, HK

2019–2025 Autogrill
HMSHost

使用、更
新なし

情報なし
使用、更
新なし

15% 未報告 IN, ID, MY

2019-2025
Central Food
Retail (Central
Retail)

情報なし 情報なし 情報なし 7.5% N/A TH, VN

2022–2025 Gategroup 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

5% 55% JP, ID, KH,
PH, SG

2016–2025 IHG 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

4.10% 70.30%
ID, LA, MY,
MV, TH, JP,

CN

2019–2028

Lotus’s
Supermarket
(formerly Tesco
Lotus) - CP
Extra Public
Company

使用、更
新なし

情報なし 情報なし 8% - TH

2024–2025 Louvre Hotels 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

8% 41% CN, IN, ID,
VN, MY

- Autogrill HMSHostは、Sinergia Animalの調査を通じて15%の進捗が報告されたため、レベルC.2に分類されています。同社のサステナビリテ
ィレポートには、2024年における認証サプライヤー419社からの調達のみが記載されており、ケージフリー化に関する正確な進捗の確認が困
難です。- Central Food Retailの公式ウェブサイトで発表された公約は、2025年までにケージフリー卵の割合を50%に拡大することであり、こ
の数値において自社ブランド「My Choice」は既に100%ケージフリーを達成しています。2025年10月時点で、同社は目標の15％達成を報告し
ており、つまりケージフリー卵の総販売量は全卵販売量の約7.5％を占めていることになります。- The Louvre Hotelsは部分的な情報のみを公
表していましたが、アジア地域の割合は入手可能なデータに基づきSinergia Animalが推定した数値です。

注記：

🟡 黄色 — 2025年までに期限を迎える企業、🔴  赤 — 2025年以前に期限が過ぎた企業、
🟢 緑 — 2025年以降に期限が設定された企業

The Peninsula Hotelsは一部の情報のみを開示しており、アジア地域の割合は入手可能なデータに基づきSinergia Animalが推定したものです。

注記：

🟡 黄色 — 2025年までに期限を迎える企業、🔴赤 — 2025年以前に期限が過ぎた企業、
🟢 緑 — 2025年以降に期限が設定された企業

アジア・ケージフリートラッカー 2025



本レポートに掲載された企業の34.7%は、地域別または国別の内訳を示さずに、グロー
バルレベルでの取り組み状況について報告しています。

19

D.1: グローバルに報告を行い、地域別または国別の内
訳を提供していない企業33社。

レベルD

方針の状況 会社名 殻付き卵 液卵・加工卵
卵を使用し
た製品

アジアでの実施割
合

グローバルでの実
施割合

2023–2025 Banyan Tree
Holdings

使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

14% CN, JP, KR, SG, TH

2016–2030 Bloomin’ Brands 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

69% CN, HK, JP, MY, TH

2022–2027 Club Med 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

51% JP, CN, TH, VN, ID

2019–2025 Costa Coffee 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

74% IN, JP, MY, PK

2015–2025 General Mills 使用、更
新なし

情報なし
使用、更
新なし

76% IN, TH, ID, MY, JP

2021–2025 Groupe Le Duff 情報なし 情報なし 情報なし 89% JP

2021–2025 Inspire Brands 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

30% SG, MY, PH, HK, IN

2019–2030 Kempinski 使用、更
新なし

使用、更
新なし

情報なし 23.20% ID, SG, TH

2017–2030 Kraft Heinz 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

66% CN, IN, JP

2021–2025 Krispy Kreme 使用、更
新なし

情報なし
使用、更
新なし

70% JP, KR, TW, HK, CN

2021–2028 Lotus PLC (Tesco) 情報なし
使用、更
新なし

使用、更
新なし

90.5 TH, MY

2019–2024 Mandarin Oriental 使用、更
新なし

使用、更
新なし

情報なし 93% TH, CN, ID, MY, SG

2018–2025 Marriott 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

59.50% CN, IN, JP, KR, ID,
TH

2017–2025 McCain Foods 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

97% IN, JP, TW, CN, KR,
TH

2020–2025 Meliá Hotels
International

使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

40.70% VN, TH, ID, MY, MM

2016-2027 Metro AG 使用、更
新なし

使用、更
新なし

情報なし 55% TR, RU, UA, IN, PK,
JP

2020–2030 MGM Resorts
International

使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

79.30% CN, JP

アジア・ケージフリートラッカー 2025



*Mondelez cambió la fecha de implementación total de su compromiso de 2025 a 2027
-En total, 14 empresas reportan su implementación únicamente a nivel global. Esta cifra incluye a las 8 empresas de esta categoría, más
6 compañías que también informan de forma global y se ubican en el nivel A.2 porque reportan que lograrán completar su
implementación en 2025.

Notas:
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方針の状況 会社名 殻付き卵 液卵・加工卵
卵を使用し
た製品

アジアでの実施割
合

グローバルでの実
施割合

2021–2027 Minor Foods 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

57% TH, CN, VN, KH, MM,
LA

2021–2027 Minor Hotels 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

27% KH, CN, IN, ID, LA,
MY, SG, TH, VN

2016–2025 Mondelez 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

66% CN, IN, ID, JP, MY,
PH

2015–2025 Nestlé 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

74.40% CN, HK, JP, KR, TW

2015–2025 Norwegian Cruise
Line

使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

79% JP, TH, VN, SG, MY

2020–2025 Puratos 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

31% Asia

2024–2025 Raya Collection 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

92% TH, MY

2016–2025 REWE 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

87% HK, CN, TH, VN

2022–2025 Royal Caribbean 使用、更
新なし

情報なし 情報なし 95% CN, HK, TW, JP, TH,
VN

2016–2025 Sodexo 使用、更
新なし

使用、更
新なし

情報なし 56.60% CN, IN, MY, PH, SG

2021–2025 Spur Corporation 使用、更
新なし

情報なし 情報なし 90% IN, SA

2020–2025 SSP Group 使用、更
新なし

情報なし
使用、更
新なし

78% MY, PH, TH, SG, IN

2022–2030 Toridoll Holdings 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

4% JP, ID, VN, SG, MY

2018–2025 Unilever 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

79% CN, IN, JP, ID, TH,
VN

2017–2025 Wyndham 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

70% IN, CN, JP, ID, TH,
AU

2021–2030 YUM! Brands 使用、更
新なし

使用、更
新なし

使用、更
新なし

94% CN, IN, TH, MY, ID,
PH

- Kempinskiは、取り組みの完全実施時期を2025年から2030年に変更しました。詳細は以下をご覧ください：Kempinski Sustainability
https://www.kempinski.com/en/content/download/99205/file/Kempinski. - 合計41社が実施状況をグローバルレベルでのみ報告しています。
この数値には、本カテゴリーに属する33社に加え、既に実施を完了しているか、2025年までに実施を完了できると表明しているため、レベル
A.1およびA.2に位置付けられているグローバルレベルでの報告を行う8社が含まれます。

注記：

🟡 黄色 — 2025年までに期限を迎える企業、🔴 赤 — 2025年以前に期限が過ぎた企業、 
🟢 緑 — 2025年以降に期限が設定された企業

アジア・ケージフリートラッカー 2025



D.2: 取り組みを表明したものの、まだ実行に移していない
企業は0社。

本レポート対象企業のうち、ケージフリーへの取り組みを表明しながらも実行に移していない企業は0％です。

取り組み開始年 会社名 完全実施期限 アジアで事業を展開している国

2024 Archipelago International 2031 ID, MY, PH

2021 Au Bon Pain 2025 TW, TH

2022 Blue Steps Villa and Resto 2023 ID

2022 Chatrium Hotels & Residences 2025 TH, MM, JP

2016 Compass Group 2025 IN, ID, JP, MY, SG, TH, VN

2024 Dough Lab 2025 ID

2021 Food Passion 2025 TH

2018 Four Seasons Hotels & Resorts 2025 TH, ID, IN, JP, MY, PH, VN

2017 Go To Foods (formerly Focus
Brands) 2028 SG, IN, JP, CN

2024 Hayashi Natural 2028 JP

2021 Hotel Matsumotoro 2027 JP

2019 Hyatt Hotels 2025 IN, ID, JP, CN, MY, TH

2024 Impiana Hotels / Magma Group
Berhad 2028 MY, TH, ID

2020 IMU Hotel Kyoto 2027 JP

2022 Ismaya Group 2028 ID

2019 ISS World 2025 CN, IN, ID, HK, JP, MY, SG

2021 Le Pain Quotidien 2025 JP, IN, TR

2017 McCormick 2025 CN, IN, JP, MY, SG, KR

2018 Millennium & Copthorne Hotels 2025 SG, MY, ID, TH, VN

21

本レポート対象企業の29.5%が実施状況を報告していません。
これらの企業の中には多国籍企業もありますが、一部は地域レベルでのみ事業を展開し

ています。

E.1: 取り組みの進捗状況を報告しなかった28社。

レベルE

アジア・ケージフリートラッカー 2025



2022 Panda Express 2030 JP, PH, SA, KR

2020 PepsiCo 2025 CN, IN, PK, TH, VN, PH

2018 Pierre Hermé 2025 JP, HK, SG

2023 PlayOn 2025 ID

2016 Retail Food Group 2025 CN, SG, ID

2024 Rimping Supermarket 2027 TH

2018 SaladStop! 2025 SG, PH, ID, HK, TH

2023 Sukishi International Group 2025 TH, MY, CN, VN, HK

2020 Travel + Leisure Co 2025 JP, PH, TH

22

Go To Foods（旧Focus Brands）は完全実施期限を2025年から2028年に延長しました。

注記：

🟡 黄色 — 2025年までに期限を迎える企業、🔴 赤 — 2025年以前に期限が過ぎた企業、 
🟢 緑 — 2025年以降に期限が設定された企業
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その他の関連データ：
数値で見るレポート

0 10 20 30 40

28
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5

調査対象となった95社の企業の内訳は、ホテルが28社、レストラン、カフェ、ベーカリーが37
社、ケータリングまたは食品サービスが6社、製造業が15社、スーパーマーケットが4社、旅
行・観光業が5社となっています。

37

インド（42社）

注記：チャートには、当該国で事業を展開する国内および多国籍企業の両方が含まれており、業種別に

分類されています。
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日本（55社）
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インドネシア（57社）
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マレーシア（46社）
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CAGE-FREE TRACKER ASIA 2024

2 インドネシア

企業総数：57
レベル分布：A.1（6社）、A.2（5社）、B.1（1
社）、B.2（2社）、C.1（3社）、C.2（4社）、D.1
（22社）、D.2（0社）、E（14社）
報告率：75.4%（57社中43社）
多国籍企業の進出状況：74社の多国籍企業のう
ち50社がインドネシアで事業を展開していま
す。

3 日本

企業総数：55
レベル分布：A.1（6社）、A.2（3社）、B.1（1
社）、B.2（4社）、C.1（2社）、C.2（2社）、D.1
（22社）、D.2（0社）、E（15社）
報告率：70.9%（55社中39社）
多国籍企業の進出状況：74社の多国籍企業のう
ち51社が日本で事業を展開しています。

4 マレーシア

企業総数：46
レベル分布：A.1（2社）、A.2（2社）、B.1（0
社）、B.2（2社）、C.1（4社）、C.2（4社）、D.1
（21社）、D.2（0社）、E（11社）
報告率：76.1%（46社中35社）
多国籍企業の進出状況：74社の多国籍企業のう
ち46社がマレーシアで事業を展開しています。

5 タイ

企業総数：56
レベル分布：A.1（4社）、A.2（3社）、B.1（1
社）、B.2（3社）、C.1（4社）、C.2（3社）、D.1
（26社）、D.2（0社）、E（12社）
報告率：78.6%（56社中44社）
多国籍企業の進出状況：74社の多国籍企業のう
ち53社がタイで事業を展開しています。

1 インド

企業総数：42
レベル分布：A.1（4社）、A.2（4社）、B.1（0
社）、B.2（2社）、C.1（2社）、C.2（4社）、D.1
（18社）、D.2（0社）、E（8社）
報告率：78.6%（42社中33社）
多国籍企業の進出状況：74社の多国籍企業のう
ち42社がインドで事業を展開しています。

1
5

3

4
2
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2025年を完全実
施期限とする企業
2025年は多くの企業がケージフリー卵への移行を完了する期限となるため、アジアにおいて決定的な節目となり
ます。消費者や動物福祉活動家は、こうした取り組みが単なる象徴的な姿勢や人道的な見せかけに終わらず、動物

福祉への真摯な関心を示す実質的な進展であるべきだと期待しています。

 当社が追跡調査を行うラテンアメリカと同様に、アジア市場でも透明性と説明責任がますます求められており、
企業は自らの公約が動物のための具体的な行動に結びついていることを証明することが期待されています。

しかし、実施スケジュールは依然として多様であるものの、この目標達成に向けた地域の能力を示す成功事例が既

に存在しています。 こうした事例は、多岐にわたるサプライチェーン全体での完全な移行が可能であることを示
しており、2025年までに動物にとって大きな進展がもたらされるという期待を強めています。

2025年時点で、アジア全域の72社が2025年またはそれ以前に完全ケージフリー化を完了する期限を設定しまし
た。2025年7月31日現在の各社の実施状況は以下の通りです：
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2025年/それ以前の期限を有する企業：

企業数
総数に占める割
合(%) 実施状況 レベル

8  8.4% 既に100%ケージフリー調達を達成済み A.1

6  6.3% 2025年末までに移行を完了することを公約している A.2

2 2.1% 70～98.9%の間で実施を報告している B.1

3 3.2% 0～69.9%の間で実施を報告している B.2

12 12.6% 初期段階にあり、実施率は40%未満である C.1 and C.2

22 23.2% アジア地域別報告を行わず、グローバル報告のみを行っている D.1

19 20.0% 全く報告していない E.1

アジア・ケージフリートラッカー 2025



これらの [72] 社のうち、8 社（8.4%）は既にケージフリー調達を100%達成（レベルA.1）しており、6社（6.3%）
は2025年末までに移行を完了することを表明しています（レベルA.2）。また、進捗が部分的な企業群も見られ、レ
ベルB.1の2社は70～98.9%の実施率を報告しており、レベルB.2の3社は40～69.9%の実施率を報告しています。さ
らに12社は導入初期段階（レベルC.1～C.2）にあり、実施率は40%未満に留まっています。22社はグローバルレベ
ルでの進捗のみを開示しており、19社は公開された進捗情報を提供していません。

全体として、ケージフリー調達に向けた進展は見られるものの、約3分の2の企業では依然として地域別のデータや
測定可能な進捗が不足していることから、アジアの食品業界全体で透明性と説明責任の強化が必要であることが浮

き彫りとなっています。

Cage Free Tracker Latam - 2025

トラッカーによる全評価企業の総合分類：

Accor (C1)

Aman Resorts (A1)

Archipelago International (E)

Au Bon Pain (E)

Autogrill HMSHost (C2)

Bali Buda (A2)

Bayan Tree Holdings (D1)

Best Western (B2)

Bloomin’ Brands (D1)

Blue Steps Villa and Resto (E)

Capella Hotel Group (A1)

Central Food Retail (Central Retail) (C2)

ChatriumHotels & Residences (E)

Club Med (D1)

Compass Group (E)

Costa Coffee (D1)

Dough Lab (E)

Ellior Group (C2)

Food Passion (E)

Four Seasons Hotels & Resorts (E)

Gategroup (C2)

General Mills (D1)

Go To Foods (formerly Focus Brands) (E)

Group Le Duff (D1)

Groupe Holder (A2)

Groupe Savencia (A2)

Grupo Bimbo (C1)

Hayashi Natural (E)

Hilton (B2)

Hokkaido Baby (B1)

Hotel Matsumotoro (E)

Hyatt Hotels (E)

IHG (C2)

IKEA (A2)

Illy - Caffe (A1)

Impiana Hotels/ Magma Group Berhad (E)

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

36.

IMU Hotel Kyoto (E)

Inspire Brands (D1)

Ismaya Group (E)

ISS World (E)

JDE Peet's Coffee) (B1)

Kempinski (D1)

Kraft Heinz (D1)

Krispy Kreme (D1)

Langham Hospitality Group (C1)

Le Pain Quotidien (E)

Lotus PLC (Tesco) (D1)

Lotus Bakeries (A1)

Lotus’s Supermarket (formerly Tesco

Lotus) - CP Extra Public Co (C2)

Louvre Hotels (C2)   

Mandarin Oriental (D1)

Marriot (D1)

McCain Foods (D1)

McCormick (E)

Meliá Hotels International (D1)

Metro AG (D1)

MGM Resorts International (D1)

Millenium & Copthorne Hotels (E)

Minor Foods (D1)

Minor Hotels (D1)

Mondelez (D1)

Nando's (B2)

Nestlé (D1)

Norwegian Cruise Line (D1)

Meliá Hotels International (D1)

Metro AG (D1)

MGM Resorts International (D1)

Millenium & Copthorne Hotels (E)

Pizza Marzano (A1)

PlayOn (E)

Puratos (D1)

37.

38.

39.

40.

41.

42.

43.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50.

51.

52.

53.

54.

55.

56.

57.

58.

59.

60.

61.

62.

63.

64.

65.

66.

67.

68.

69.

70.

71.

Radisson Hotel Group (C1)

Raya Collection (D1)

Restaurant Brands

International (RBI) (B2)

Retail Food Group (E)

REWE (D1)

Rimping Supermarket (E)

Royal Caribbean (D1)

SaladStop! (E)

Shake Shack (A1)

Sodexo (D1)

Spur Corporation (D1)

SSP Group (D1)

Starbucks (A1)

Subway (C1)

Sukishi Interngroup (E)

The Cheesecake Factory (A1)

The Peninsula Hotels (C1)

Toridoll Holdings Corporation (D1)

Travel + Leisure Co (E)

Unilever (D1)

Viavia Restaurant (A2)

Wyndham (D1)

YUM! Brands (D1)

Zen Group (ZEN Corporation

Group) (B1)

72.

73.

74.

75.

76.

77.

78.

79.

80.

81.

82.

83.

84.

85.

86.

87.

88.

89.

90

91.

92.

93.

94.

95.
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主な課題

アジア地域における調査では、各企業の進捗状況に関する定量データを収集するとともに、ケージフリ

ー卵調達への完全移行を阻む主な障壁についても把握を図りました。同地域で特定された課題は、主に

4つの分野に分類できます。

アジア市場は非常に多様性に満ちていますが、その多くは価格に対する強い感度を有し

ています。ケージ飼育卵とケージフリー卵のコスト差は未だに最大の障壁の一つであ

り、特に消費者購買力が低下し、近年食料インフレが持続している南アジアおよび東南

アジア地域においてその傾向が顕著です²⁴。企業の多くにとって、コスト上昇分を消費
者に転嫁すれば競争力が損なわれるリスクがあり、一方で内部吸収は長期的には持続不

可能です。こうした状況が導入を遅らせ、ケージフリー卵の普及をプレミアム市場や都

市部市場を超えて拡大することを困難にしています²⁵。

経済環境とコスト

アジアにおけるケージフリー卵の供給量は拡大している一方で、依然として不均一な状

況が続いています。生産は東京、バンコク、ジャカルタなどの主要都市圏に集中してい

るのに対し、地方や二次市場では入手が限られています²⁶。また、液卵や粉末卵などの
加工品は特に不足しており、企業は高コストでの輸入を余儀なくされています²⁷。さら
に、国によってトレーサビリティシステムが大きく異なり、大半の地域では生産者に生

産方法の開示を義務付ける規制が存在しません²⁸。この不一致により、企業は進捗状況
の確認や、地域サプライチェーンを自社の取り組みに沿わせることに困難をきたしてい

ます。

生産およびサプライチェーンの制約

多くの企業が、サプライヤーから信頼性の高い正確なデータを取得する困難を報告して

います。複数の仲介業者や広範な下請けが存在する複雑なサプライチェーンにより、特

にホスピタリティ、食品サービス、製造業において、卵の原産地を遡及することが困難

です²⁹。拘束力のある透明性要件の欠如がこの問題をさらに悪化させ、企業にはコンプラ
イアンスを強制する手段が限られています。その結果、企業の説明責任が弱まり、監視

と検証のギャップによって取り組みが損なわれるリスクが生じています³⁰。

情報および説明責任の欠如
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アジアでは他の地域と異なり、動物福祉基準の統一された枠組みが存在しないため、動

物福祉に対する文化的認識は国によって大きく異なります³¹。一部の市場においては、特
に若年層や都市部に住む人々³²、を中心にケージフリー製品への消費者需要が高まってい
るのに対し、他の市場では認知度が依然として限られています。こうした不均一な文化

的背景と、強力な規制圧力の欠如が相まって、多くの企業は取り組みを加速させるイン

センティブをほとんど持ち合わせていません³³。一貫した基準と執行メカニズムが欠如し
ているため、変化のペースは主に自主的な行動に依存しており、これが地域全体で実施

状況の格差を生んでいます。

文化的および規制上の差異
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一方で、ケージフリー移行の報告プロセスについて十分に理解・

対応できていない企業に対し、支援を提供します。これらの企業

には、進捗状況の追跡方法からベストプラクティスの導入、成果

の効果的な開示に至るまで、明確かつ実践的なガイダンスを提供

します。特に多国籍企業に対しては、説明責任の向上、比較可能

性の確保、ステークホルダーの信頼強化を図るため、地域別や卵

の種類別にデータを分類した透明性の高いレポートを自社ウェブ

サイトで公開するよう促すことに重点を置きます。これにより、

多国籍企業と国際パートナー組織との連携は引き続き優先事項と

なり、当社の共同の取り組みが強化され、グローバルな基準に沿

ったものとなることを保証します。

アジアの食品産業は現在、大きな転換点を迎えています。移行の

実現可能性を既に実証した企業と連携するNGOの尽力により、
大幅な進展が見られましたが、業界の大半が透明性を欠いている

ことが、完全な変革達成の大きな障壁となっています。「ケージ

フリートラッカーアジア」は、その成果を称賛するとともに、こ

の取り組みを遅延させたり優先順位を下げ続けている企業への明

確な行動要請を発信しています。 アジア全域の企業は、消費
者、市民社会、投資家からの期待が高まる中、約束を加速させ、

卵生産におけるケージの廃止を地域の実態とするよう、緊急の責

任を負っています。

ケージフリートラッカー2026に向けた準備として、アジア地域における戦略で
は、既にサプライヤーからのデータを開示している企業との継続的なコミュニケ

ーションを維持する一方で、当該情報の品質、正確性、そして一貫性の向上に努

めます。 完全実施の期限が2025年またはそれ以前に設定されている企業に注力
し、当初合意された期限を超えてもプロセスが継続する場合であっても、企業が

取り組みを確実に履行するよう働きかけます。この取り組みの中核となるのは、

数年前に表明した取り組みを確実に実行する企業の真摯な意思を反映したロード

マップ（詳細な行動計画）の作成と公表です。 これと並行して、アジア全域のケ
ージフリー卵供給業者データベースの更新と共有を引き続き推進し、企業が地域

レベルで信頼性が高く最新の供給源にアクセスできるような体制を整えます。

結論と今後の取り組み
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殻付き卵、液卵、粉末卵、または加工製品の原料として、ケージフリーシステムで飼育され

た鶏からのみ卵を調達する事業慣行を指します。

動物の身体的健康と本来の行動を確保するための一連の条件を指します。これには動物の移

動の自由、基本的な資源へのアクセス、回避可能な苦痛の排除が含まれます。

ケージフリートラッカ
ー2025 用語集

ケージフリー調達

動物保護

企業による卵および卵を含む製品の生産、流通、販売に関わる関係者、プロセス、供給

業者の集合体を指します。

サプライチェーン

Sinergia Animalが毎年発行するモニタリング追跡ツールで、アジア地域の企業がケージ
飼育による卵の使用廃止に向けた取り組みの進捗状況と透明性を測定することを目的と

しています。

ケージフリートラッカーアジア

企業による公的な宣言であり、自社製品、事業活動、販売市場においてケージフリー卵

のみを調達する期限と計画を定めることを指します。

ケージフリーへの取り組み

企業がすべての事業活動において100%ケージフリー卵調達を達成することを公約する年
を指します。例：レストラン、ホテル、ベーカリー、ケータリングまたは食品サービス

提供者は2025年、スーパーマーケットは2028年。

実施期限

実際に動物保護を支援する行動を取らず、またその行動が検証可能でないにもかかわら

ず、動物保護に対する責任を装う行為を指します。

ヒューマンウォッシング

集約的な生産システムにおいて、産卵鶏は通常、A4用紙よりも狭いスペースの小さなケ
ージに閉じ込められ、その自然な行動が著しく制限されます。

バタリーケージ
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ケージフリー・トラッカーにおいて、企業のケージフリー取り組みの進捗状況に基づきラン

ク付けするために使用される分類：

実施レベル（レベル別順位付け）

ウェブサイト、サステナビリティレポート、年次レポート、その他の公開チャネルにお

いて、企業がケージフリーへの取り組みの進捗状況を報告する文書、出版物、または公

式声明を指します。

企業実施レポート

鳥小屋や放し飼いシステムなどの生産モデルで、鶏がより広い空間を確保しケージから

解放され、屋外への出入りの有無にかかわらず、環境エンリッチメントにより動物の苦

痛を軽減します。

ケージに代わる飼育システム

企業がケージ飼育鶏の卵の使用から、ケージフリー卵のみを調達するよう徐々に変更す

るプロセスを指します。

移行
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本レポートに含まれるインド、インドネシア、日本、マレーシア、タイのアジア諸国、

および同地域内のその他の市場における多国籍事業から構成される地理的・文化的地域

を指します。

アジア

集約的な畜産システムにおいてリスクが高まる鳥インフルエンザなど、動物から人間に

感染する可能性のある感染症を指します。

人獣共通感染症
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 レベルA：
完全実施（100%）または2025年までに達成すると宣言している企業。

レベルB：
著しい進捗（40%～98.99%）が見られる企業。

 レベルC： 
部分的な進捗（1%～39.99%）が見られる企業。

 レベルD： 
グローバルでのみ報告している企業、またはアジア地域での実施率が0%の企業。

 レベルE：
進捗を報告していない企業。



脚注
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護団体です。
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